
多項式 ２・因数分解

２７ ４ 式の計算の利用（その１）

（１／７）■ 公式を利用した式の計算 ■

乗法公式の利用

●★解法の技術★の学習のしかた●
(1) 下の答案を理解し，「考え方」を覚えましょう。／覚えたら，.....
(2) 模範解答を見ないで，「理解のチェック」の問題を解いてみましょう。

（答案を見ながら書くと勉強になりません。一度，「考え方」を頭の中に入れることが大切です。)

★解法の技術★

乗法公式を利用すると，数の計算が簡単にできる場合がある。

次の式を，くふうして計算しなさい。

(1) ７７×８３を，和と差の積の公式を利用して計算しなさい。

(2) ３８２を，平方公式を利用して計算しなさい。

【考え方】(1) ７７も８３も，８０－３，８０＋３のように，８０をもとにし

た和と差の形になおせるので，「和と差の積の公式」が使える。

(2) ３８２は，(４０－２)２ のように書きかえることができるから，

「平方公式」が使える。

＊全体が乗法の形をしているときは，乗法公式が使えるように

式の形を変えます。（和と差の積か平方公式にします。）

［考える手順］ ［答 案］

(1) ７７×８３

１ 乗法公式の形へ ＝(８０－３)(８０＋３) Ï(ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)の形にする

２ 公式として展開 ＝８０２－３２

３ 各項の積を求める ＝６４００－９

４ 和(差)を求める ＝６３９１

(2) ３８２

１ 乗法公式の形へ ＝(４０－２)２ Ï(χ－ａ)
２

の形にする

２ 公式として展開 ＝４０２－２×２×４０＋２２

３ 各項の積を求める ＝１６００－１６０＋４

４ 和(差)を求める ＝１４４４

｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m9/Sam_m9_MENU.html


多項式 ２・因数分解

２７ ４ 式の計算の利用（その１）

（２／７）■ 公式を利用した式の計算 ■

◇《乗法公式の利用》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

次の式を，くふうして計算しなさい。

(1) ７７×８３を，和と差の積の公式を利用して計算しなさい。

(2) ３８２を，平方公式を利用して計算しなさい。

【考え方】(1) ７７も８３も，８０－３，８０＋３のように，８０をもとにし

た和と差の形になおせるので，「和と差の積の公式」が使える。

(2) ３８２は，(４０－２)２ のように書きかえることができるから，

「平方公式」が使える。

＊全体が乗法の形をしているときは，乗法公式が使えるように

式の形を変えます。（和と差の積か平方公式にします。）

［考える手順］ ［答 案］

(1) ７７×８３

１ 乗法公式の形へ ＝ Ï(ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)の形にする

２ 公式として展開 ＝

３ 各項の積を求める ＝

４ 和(差)を求める ＝

(2) ３８２

１ 乗法公式の形へ ＝ Ï(χ－ａ)
２

の形にする

２ 公式として展開 ＝

３ 各項の積を求める ＝

４ 和(差)を求める ＝

｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m9/Sam_m9_MENU.html


多項式 ２・因数分解

２７ ４ 式の計算の利用（その１）

（３／７）■ 公式を利用した式の計算 ■

◇《乗法公式の利用》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

次の式を，くふうして計算しなさい。

(1) ４１×３９ (2) ７８×８２ (3) ２.１×１.９

［考える手順］ ［答 案］

(1) ４１×３９

＝

(2) ７８×８２

＝

(3) ２.１×１.９

＝

｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m9/Sam_m9_MENU.html


多項式 ２・因数分解

２７ ４ 式の計算の利用（その１）

（４／７）■ 公式を利用した式の計算 ■

◇《乗法公式の利用》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

次の式を，くふうして計算しなさい。

(1) １０.４×９.６ (2) ２９２ (3) １０２２

［考える手順］ ［答 案］

(1) １０.４×９.６

＝

(2) ２９２

＝

(3) １０２２

＝

｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m9/Sam_m9_MENU.html


多項式 ２・因数分解

２７ ４ 式の計算の利用（その１）

（５／７）■ 公式を利用した式の計算 ■

因数分解の利用

◇ 因数分解を利用すると，数の計算が簡単にできる場合がある。

★解法の技術★

次の式を，くふうして計算しなさい。

２８２－２２２ 和と差の積の公式を利用して計算しなさい。

【考え方】全体が２乗の差の形をしているときは，和と差の積に因数分解

します。

和と差の積の公式 ａ２－ｂ２＝(ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)

［考える手順］ ［答 案］

２８２－２２２

１ 和と差の積へ ＝(２８＋２２)(２８－２２) Ï(ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)の形にする

２ （ ）内を計算 ＝５０×６

３ 積を求める ＝３００

◇《因数分解の利用》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

次の式を，くふうして計算しなさい。

(1) １０３２－９７２ (2) ８.４２－１.６２

［考える手順］ ［答 案］

(1) １０３２－９７２

１ 和と差の積へ ＝ Ï(ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)の形にする

２ （ ）内を計算 ＝

３ 積を求める ＝

(2) ８.４２－１.６２

１ 和と差の積へ ＝ Ï(ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)の形にする

２ （ ）内を計算 ＝

３ 積を求める ＝

｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m9/Sam_m9_MENU.html


多項式 ２・因数分解

２７ ４ 式の計算の利用（その１）

（６／７）■ 公式を利用した式の計算 ■

◇《因数分解の利用》 学力化 · ／ ，

★演習★【３】

次の式を，くふうして計算しなさい。

(1) １０２２－９８２ (2) ３.４２－１.６２ (3) ８.８２－７.８２

［考える手順］ ［答 案］

(1) １０２２－９８２

＝

(2) ３.４２－１.６２

＝

(3) ８.８２－７.８２

＝

｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m9/Sam_m9_MENU.html


多項式 ２・因数分解

２７ ４ 式の計算の利用（その１）

（７／７）■ 公式を利用した式の計算 ■

まとめ

◇《乗法公式や因数分解の利用》 学力化 · ／ ，

★演習★【４】

次の式を，くふうして計算しなさい。

(1) ５５２－４５２ (2) ６.９２－３.１２

(3) ３９２ (4) １０３２

(5) ５９×４１ (6) ９７×１０３

【考え方】・２乗の差の形は，因数分解して積の形( )( ) に直し，（ ）内の

和や差を求めてから，全体の積を計算します。→《因数分解型》

・積の形は，乗法公式が使える形に直し，乗法公式を使って展開し，

それぞれの項の積を求め，和や差を計算します。→《乗法公式型》

［考える手順］ ［答 案］

(1) ５５２－４５２

＝

(2) ６.９２－３.１２

＝

(3) ３９２

＝

（次のページへつづく）Æ

｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m9/Sam_m9_MENU.html


□□【多項式 №２７（７／７）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

(4) １０３２

＝

(5) ５９×４１

＝

(6) ９７×１０３

＝

｜メニューへ戻る｜

http://suusenn.com/Sample/Sam_JH/m9/Sam_m9_MENU.html



